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Abstract: The purpose of this paper is to construct a monitoring system of modern 
architectures and heritages in Kyoto city based on WebGIS. It takes a long 
time to survey a lot of modern architectures and industrial heritages. To 
grasp the current condition of them, we need a constant survey of them 
because they are rapidly rebuilt in the city center. This monitoring system is 
architected based on WebGIS and public participation. The feature of this 
system is to maximize utilization of the user-provided information through 
the Internet. In order to enhance a reliability of the information, this system 
eliminates the information provided from anonymous users. Thus this 
system could reduce the cost of monitoring the modern architectures and 
industrial heritages. 
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1. はじめに 

1.1. 近代化遺産の調査 

京都市内には，近代建築や産業遺産などの近代

化遺産が数多く存在しており，2006 年時点で

1,674 件現存している（玉田・松岡，2007）．この

ような近代化遺産は，都市景観を構成する重要な

要素や観光資源などとして，保存・活用の方策が

進められつつある（西村・町並み研究会，2003）． 
玉田・松岡（2007）によれば，京都市では，1997

年から 2006 年の 9 年間で，都心部を中心に 2 割

程度の近代化遺産が消失しており，昭和期の物件

の減少が目立っている．このように，近代化遺産

は，文化財としての価値が認められにくい昭和期

のものを中心に消失が著しく，近代化遺産の保存

や有効な活用を進めていくためには，取り壊しや

修復など，状態の変化に関する継続的なモニタリ

ングが必要である． 
ところで，立命館大学 21 世紀COEプログラム

では，2005 年から 2006 年にかけて，京都市文化

財保護課による 1997 年の調査結果（京都市文化

市民局，2005，2006）をもとに，京都市内の近代

化遺産について，位置確認や写真撮影など現況の

調査を行ない，GISデータベースを作成した（玉

田・松岡，2007）．また，その成果の一部は，『バ

ーチャル京都 2Dマップ』として，すでにインタ

ーネット上に公開されている1)． 
このような大規模な調査では，調査範囲が広く，

件数も多いことから，現地調査だけでなく，デー

タベースの更新作業にも多大な時間や労力を要す

る．そのため，継続的な調査は必要ではあるが，
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調査の頻度を高めることは難しい． 
1.2. 近代化遺産調査に対する WebGIS の有効性 

近代化遺産の調査は，継続的かつ大規模なもの

であるため多大なコストがかかる．この問題点に

対して，WebGIS は，有効な解決策を示すことが

できるツールと考えられる．WebGIS は，一般に，

インターネットを通じてブラウザ上から利用でき

るため，一般市民による利用を考慮に入れたシス

テムに取り入れられてきた（硴崎ほか，2001; 藤
山・小山，2005）．また，近年における Web2.0
という概念の登場により，一般市民から地理情報

を収集することが容易になっているという背景も

ある（Goodchild，2008）． 
そこで，本研究では，市民参加が容易であると

いうWebGISの特徴を活かし，一般市民から近代

化遺産の現況に関する情報を得て，これを，現況

調査およびデータベースの更新のために利用する．

一般市民の近代化遺産への関心は高く，全国各地

の近代化遺産を巡り歩く「ヘリテージング」 2 )が

盛んになっていることや，個人で訪問した成果を

公表しているウェブサイトが増加していることか

ら，このシステムの運用に十分足りうるものと考

えられる．一般市民の情報を利用する際には，信

頼性についての問題を解決する必要があるが，こ

の方法によって，調査の実施主体は，すべての物

件について調査する必要がなくなり，調査に関わ

るコストの軽減が実現できる．また，WebGISを
通して，リアルタイムに一般市民からの情報を受

けることで，継続的なモニタリングも可能となる． 
1.3. システムの構築目的 

本研究で構築する近代化遺産のモニタリングシ

ステムは，一般市民から近代化遺産に関する情報

を得るという点で，市民参加型の WebGIS の 1 つ

として位置づけることができる．本研究では，こ

のような市民参加型の WebGIS の特徴を活かし

て，低コストかつ継続的な調査が行えるようなシ

ステムを構築することを目的とする． 
また，本システムの構築には，OS などを除い

て原則として，導入・保守費用のかからないオー

プンソースやフリーソフトウェア，既存のシステ

ムを利用する．これにより，システムの導入自体

のコストも抑制でき，本システムの応用範囲の拡

大が期待できる． 
 
2. システムの構成 

2.1. システムの概念と課題の解決 

本システムの特色は，WebGIS によって得られ

た情報を最大限に活用し，近代化遺産のモニタリ

ングに利用するというものである．すなわち，一

般市民から，WebGIS を通して公開されているあ

る物件に関して，消失した，建て替えられた，今

も現存しているなどの現況に関する情報が提供さ

れたとき，その情報に基づき，近代化遺産のデー

タベースを更新するというのが基本的なシステム

の流れである． 
このとき，一般市民から得られた情報の信頼性

が大きな問題点となる．この点の改善には，2 つ

のアプローチがあろう．1 つは，情報自体の客観

性を担保する方法であり，もう 1 つは，一般市民，

すなわちユーザー自体の信頼性を確保する方法で

ある． 
まず，前者に関しては，ユーザーからのテキス

トベースの現況情報（消失，部分改築，補修，現

存など）だけでは信頼性は低く，ユーザーからの

情報をもとにデータベースの更新を行なうには，

より客観的な証拠が必要となる．この点の改善に

は，写真の提供を求めることが有用である．すな

わち，当該の物件の全容を収めた写真のアップロ

ードを可能にし，写真の提出のあったユーザーの

情報を優先的に信頼するという方法である． 
一方，後者に関しては，匿名のユーザーを排除

することでその信頼性を確保することができる．

そのためには，ユーザーによる情報入力の時点で，

メールアドレスの入力など，その情報の確認のた

めに本人と連絡がとれるようにする必要がある． 
これらの方法を併用することにより，ユーザー

およびその情報の信頼性を高めることができ，提

供された情報をデータベースの更新にも利用でき

るようになる． 
2.2. システムの構造 
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図 2 情報の提供パートでの処理 

 

表 1 現況種別コードの一覧 

現況種別 状態

現存 その位置に現存している

補修中 外壁等を補修している

改装中 外壁等の塗り替えなどをしている

部分解体中 部分的に解体している

解体中 全体を解体している

消失後空地 消失したあと空地や駐車場となっている

消失後新築 消失したあと新しい建物が建っている
 

本システムは，近代化遺産データベースと提供

情報データベースの 2 つのデータベースで構成さ

れ，そこで行なわれる処理は，情報の閲覧，情報

の提供，情報の更新という，大きく 3 つのパート

に分けることができる．情報の閲覧および情報の

提供パートは，ユーザーインターフェースをなし，

情報の更新パートは，サーバー側で処理される． 
2.2.1. 情報の閲覧 

閲覧パートでは，WebGIS 上に近代化遺産デー

タベースのデータを表示し，ユーザーに近代化遺

産の所在地を閲覧してもらう処理が行なわれる

（図 1）．ここでは，背景地図の提供が必要である

が，近代化遺産の表示という特性上，大縮尺の地

図が望まれる．また，航空写真も利用できるほう

が，位置関係の把握がより行ないやすくなる． 
2.2.2. 情報の提供 

提供パートでは，WebGIS 上で閲覧した物件に

関して，ユーザーが情報を提供するためのフォー

ムがブラウザ上に示され，その送信処理が行なわ

れる（図 2）．フォームでは，ある物件に関して，

表 1 に示すような現況種別を選択し，その証拠と

なる写真がある場合はアップロードできるように

し，連絡先としてメールアドレスの入力を求める．

そして，これらの情報がサーバー側に送信され，

提供情報データベースに蓄積される． 
2.2.3. 情報の更新 

更新パートでは，提供パートで得られた情報を

もとに，信頼性に応じて更新するかどうかを判断

したうえで，データベースの更新が行なわれる（図

3）．まず，提供情報データベースから物件ごとに

情報を取り出し，提供された情報の信頼性につい

信頼性の判断

物件ごとに
情報を抽出
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情報
データ
ベース
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図 3 情報の更新パートでの処理 

 

表 2 情報の信頼性の評価 
レベル 状態

高 物件の状態がわかる写真がある

中
連絡のとれるユーザーの情報が複数寄せ
られている

低
匿名ユーザーからの情報が多く、「高」「中」
に当てはまらない



て，表 2 のような 3 つのレベルで評価を行なう．

最も信頼性が高いのは，写真がある場合であり，

その情報のみに基づいてデータベースを更新する．

次に信頼性が高いのは，写真は存在しないが，連

絡先のわかるユーザーから複数の情報が寄せられ

ている場合であり，データベースの管理者側でそ

の物件について現地の確認を行ない，データベー

スの更新を行なう．最後に，複数の情報が寄せら

れていても，匿名のユーザーからの情報が多い場

合には，信頼性が低い情報と考え，信頼性の高い

情報が得られるまで現地確認等は行なわない． 
 

3. システムの実装 

本システムを実装するサーバーには，WebGIS
と RDBMS が必要である． 
3.1. WebGIS エンジンの選定 

まず，WebGIS エンジンとして本研究での必要

な要件は，導入にコストがかからないこと，背景

地図が提供されていることの 2 点である．コスト

のかからないオープンソースの WebGIS エンジ

ンは，MapServer や MapGuide OpenSource な

ど，いくつか公開・提供されているが，背景地図

が提供されているものは少ない．背景地図が提供

されていて，WebGIS としての基本的な機能が利

用できるものは，Google Maps API や，Yahoo! 地
図 Web サービス，電子国土などがあり，大手ポー

タルサイトや地図製作会社，政府機関が提供して

いるものである．このうち，大縮尺の住宅地図が

提供されているのは Google Maps API のみであ

り，Google Maps API であれば航空写真の利用も

可能である．このため，以下の 3.3 では，Google 
Maps API を利用したユーザーインターフェース

の例を示す． 
一方，全く新たにWebGISを使ったシステムを

構築する場合には，Google Maps APIを利用する

ことが望ましいが，すでに何らかのWebGISシス

テムが構築されている場合は，これをベースにす

るほうが便利であり，データの移行に関する手間

もかからない．そこで，そのようなシステムへの

実装例として，3.4 では，立命館大学が構築して

いる『バーチャル京都 3Dマップ』3)をユーザーイ

ンターフェースとして利用した例を示す． 

図 4 Google Maps API を用いた 
ユーザーインターフェース 

3.2. RDBMS の選定 

近代化遺産データベースの格納先となる

RDBMS の選定にあたっては，コストが少ないこ

とに加え，空間データを扱えることが必須条件と

なる．この点では，MySQL や PostgreSQL など

代表的なオープンソースの RDBMS がこの条件

に該当する．さらに，PostgreSQL には，空間デ

ータの利用に特化した PostGIS というパッケー

ジが提供されているため，将来的な機能の拡張（空

間分析など）を考慮すれば，こちらのほうが望ま

しい． 
3.3. 実装例 1＜Google Maps API＞ 

Google Maps API は，米国 Google 社が提供し

ている API サービスであり，地図上にアイコン

（マーカー）やポリゴン，ラインを表示すること

ができる．ここでは，Google Maps 上に近代化遺

産の所在地を示すマーカーを配置し，地図上のマ

ーカーをクリックすることでその物件の情報を表

示するようなユーザーインターフェースを作成し

た（図 4）．画面左が地図であり，地図の右上のボ

タンをクリックすることで，背景地図を住宅地図

だけでなく，航空写真にも切り替えることができ

る．画面右には，近代化遺産の情報を表示するフ

レームがあり，物件の名称，写真などが表示され

る．そして，その下部に物件の現況を報告するた



めのフォームを設けた． 

図 5 バーチャル京都 3D マップ 
 

図 6 バーチャル京都 3D マップを用いた 
ユーザーインターフェース 

以上のように，Google Maps API を用いて，ユ

ーザーインターフェースを構築した．Google 
Maps API を用いたことで，プラグインなどが必

要なく，本システムをブラウザのみで利用できる．

しかし，同時に多量のマーカーを表示するために

はクライアント側の性能の向上が必要であり，一

定以上の縮尺でなければ近代化遺産のマーカーを

表示しないようにしている． 
3.4. 実装例 2＜バーチャル京都 3D マップ＞ 

バーチャル京都 3D マップ（以下，3D マップと

する）は，立命館大学 21 世紀 COE プログラム「京

都アート・エンタテインメント創成研究」におい

て作成され，2007 年 1 月から公開されている（矢

野ほか，2007）．3D マップは，3D 画面の表示に

Urban Viewer TM for Web を利用しており，

Internet Explorer と Firefox で動作するプラグイ

ンが必要であるが，シームレスかつ高速な 3 次元

都市空間の表示が可能である（図 5）． 
3D マップでは，インターネットへのリンクが

可能なアイコンの表示ができ，すでに，立命館大

学による近代化遺産データベースの情報が，他の

文化財情報と共に表示されている．ここでは，さ

らに情報提供用のフォームを設置した（図 6）． 
3D マップは，プラグインが必要であるという

欠点を有しているが，建物が 3 次元的に表示され

るという特徴があり，背景として航空写真も表示

されている．そのため，Google Maps API のよう

な 2 次元の地図よりも，ユーザーにとって近代化

遺産の位置の把握が行ないやすいという利点があ

る．また，3D マップは，多くのメディアに掲載

されたため，一般のユーザーの注目度が高く，多

くのユーザーに利用されやすいと思われる． 
 

4. おわりに 

本研究では，WebGIS をベースとした，京都市

の近代化遺産のモニタリングシステムの構築を行

なった． 
本システムの特色は，継続的なモニタリングの

ために，ユーザーから近代化遺産の現況に関する

情報を得て，それに基づいてデータベースを更新

するという方法を用いた点である．このとき，ユ

ーザーからの情報の信頼性が大きな問題となるが，

写真やユーザーの連絡先を入手するなどして情報

およびユーザー自身の信頼性を高めることで解決

を図った．そして，Google Maps API およびバー

チャル京都 3D マップをベースにユーザーインタ

ーフェースを作成した． 
これらのユーザーインターフェースを使った，

実証実験はまだ行なっていないが，近代化遺産へ

の一般ユーザーの関心は高いと考えられ，注目さ

れやすい都心部では十分なモニタリングができる

と思われる．しかし，人口の少ない郊外や山間部

では，ユーザーからの情報の提供は少ないと考え

られるため，これらについては調査の実施側が定

期的な現地確認を行なう必要があろう． 



今後の展開として，情報の提供面では，信頼性

の高い情報を多く提供するユーザーに対して，地

域別に継続的なモニタリングを任せるといった方

法があろう．また，ユーザーインターフェースの

点では，携帯電話などを利用して，直接現地から

情報を投稿できるようにすれば，写真の提供も容

易であり，より信頼性の高い情報が集まりやすい

といえる． 
 
付記 

本研究は，文部科学省グローバル COE プログ

ラム「日本文化デジタル・ヒューマニティーズ拠

点」（立命館大学）の研究成果の一部である． 
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注 

1) http://www.geo.lt.ritsumei.ac.jp/hgis/ 
2) 毎日新聞東京朝刊（2006 年 6 月 22 日）．ヘリ

テージングとは，明治・大正・昭和（戦前）に

建造された日本各地の近代化遺産（ヘリテージ）

を観光の対象として楽しむ，新しいレジャー形

態である． 
3) http://www.geo.lt.ritsumei.ac.jp/uv4w/ 


